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（鈴木悦夫 記） 
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参加者の感想より 

・保育園児の駒踊り、弦楽器の演奏、そーらん

よさこい踊りなど多彩で、井上さんの空襲体験

の話には丁寧な事実のお話に感銘を受けた。早

乙女勝元さんの講演ではさすがに作家の職業柄

でよくまとまったお話でした。特に戦争中の国

の軍事予算が 84％を占めること、そのお金で海

外に派遣された兵隊さんが 1000 万近いとのこ

と、戦争は国民の富と人間とを食いつぶすもの

だということを数字の面からも知らされ、国内

的な問題だけでなく、周囲の国々にも多大の不

幸を生じさせたことも合わせ考え、平和の大切

さ、憲法 9 条の重さを実感しました。こんな活

動を市民が中心となっている狛江をうらやまし

く思います。（60代男性） 

・狛江市平和都市宣言を採択し、市民、各団体、

狛江市共催で平和フェスタが開催されるように

なって５年になるというそのこと自体とても素

晴らしいことだと思います。 

小さい子どもから若者、年配の方までと、幅広

い年齢層がそれぞれの持てる力を発揮し、どの

プログラムもとても良かったです。 

早乙女勝元さんのお話は１０年余も前に聞く機

会があり、今回で２回聞くことができましたが、

とても分かりやすく、胸にジーンと響くものが

あり、平和を強く願うだけでなくもっと行動し

ていかなければと、改めて思いました。 

出演者の皆さん、実行委員会の皆さん、感動を

有難うございました。（６０代） 

・５回目にふさわしい内容でした。 

私は聴力障害なので社教へノートテイクの情報

保障を依頼したところ、要約筆記がつくという

ことで安心して参加できました。 

私の知人の手話通訳を見ていた人は、井上さん

の話の時、少し暗いので手話通訳の口元がはっ

きりしなかったといっています。手話通訳を利

用する人は手話をする人の口元も見ていますの

で、暗いとそれが分からないとのことです。 

象列車がやってくる――朗読（ナレーター）が

あり、よく分かって良かったです。（６０代） 

・“忘れないで語り継ごう、戦争を！”この集い

が市民レベルから出発し、市と市民の共催で力

強く継続されていることに深く感銘を抱きまし

た。戦争がなくなるまでフェスタが続きますよ

う祈念しています。素晴らしい催しと思います。

もっと多くの市民、特に若い人たちの参加を熱

望します。世田谷区民として見守っていくつも

りです。 

早乙女さんのお話、是非「市報」に掲載して下

さい。 

報道機関はこの催しを知らないのでしょうか？

（広報不足？）（７０代） 

・幼児から高齢者まで力を合わせて“平和”を

テーマに様々なことを展開していただき、心が

あったかく、また改めて平和を守るエネルギー

を頂きました。平和でこそ文化も豊かに楽しめ

ますね。音楽あり民舞ありそして貴重な戦争体

験。講演は良かったです。平和を壊すもの、戦

争の悲惨さなど、きちんと話を聞く機会も減っ

ているので、こういう機会を作ってくださった

こと大変良かったと思います。 

実行委員の皆様ご苦労様でした。有難うござい

ました。（５０代） 

・井上先生のお話、映像を交えて、興味深かっ

たです。 

早乙女さんのお話、分かりやすく、とても響く

ものがありました。平和フェスタのテーマにぴ

ったりで、とても良かったです。 

高校生の朗読、演奏も良かったです。ただ、ご

本人たちの生の声（平和についての思い）を少

しでも聞くことができればもっと嬉しいし、力

になるなあと思いました。 

若い人、子どもたち、戦争を体験なさった方、

幅広くてよかったです。オープニングの荒馬も

良かったです。 

市の共催ということに価値を感じました。大変

でしょうがこれからも宜しくお願いします。（４

０代） 

･語り継ぐ必要性を汲み取ることができて良か

った。それはこのような行事の継続が何よりも

大事であろうか。 

尽力された方々に感謝します。 

年代を超えた取り組みに未来を感じられました。 

狛江高生の平和宣言も逞しく立派でした。 
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武 力 で 平 和 は つ く れ な い 
―アフガニスタンに緑と命を― 

（ペシャワール会中村哲氏講演会から） 

9月 19日世話人 4人で聞いてきました。 

アフガニスタンの地で 25 年前から医療活動

を始めた中村医師。その後、旱魃(かんばつ)に

あえぐ現地の人々を見て、暮らしの土台から再

建することが必要と考え、井戸掘り、用水路建

設、植林と地元の人々と共に活動を広げました。

24キロにわたり砂漠を灌漑する用水路は今年8

月に完成。15万人以上の人々の生活を支えてい

ます。 

100万人が飢餓線上にある国に対して食物で

はなく爆弾の雨を降らせることはどういう意味

があるのか、現実的に見て戦争しかないという

風潮が世界中を覆っていく恐ろしさを、中村氏

は講演の中で訴えられました。 

日本はアメリカ追随で戦争に加担している

が、そうではなく平和国家として日本がアフガ

ニスタンの人々の民生を支援していくことを考

えるべきだと話を結びました。 

問題はアフガニスタンにあるのではなく、豊

かな生活をしながら戦争の手伝いをすることを

何とも思わない先進国の方に病理があるという

言葉に、現場からものを見て行動する人の鋭い

眼差しを感じました。（小俣 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 ペシャワール会 

2009 年１２月１０日（木）～１６日（水） 

時間：11：00～19：00（最終日は 17：00まで） 

会場：モンベル渋谷ビル（5階） 

渋谷区宇田川１１－５（渋谷駅徒歩８分） 

（東急ハンズ向かい） 

入場無料（菜の花募金を会場で募っています。） 

 

1111..2211秋の学習会 ににどどううぞぞごご参参加加下下ささいい。。  
｢北朝鮮の脅威｣の実態は？ 核兵器開発の狙いは？ 

その脅威をなくすにはどうしたらいいの？ 拉致問題の解決は？ 

テーマ：北東アジアの平和を築くために 

日時：１１月２１日（土）１時３０分～４時 

会場：狛江市民センター 第４会議室（２階） 

講演：拉 致 問 題 を 解 決 す る た め に 

講師：蓮池  透 さん (拉致被害者家族連絡会 元事務局長) 

講演：北東アジアの平和と日本の役割 

講師：川崎  哲 さん (国際交流NGO｢ピースボート｣共同代表) 

 

参加費５００

円 

学 生 無 料  

アフガニスタンの大地とともに 

伊藤和也 遺稿・追悼文集 

医師、用水路を拓く 

アフガンの大地から世界の虚構に挑む 

中村 哲 著 

丸腰のボランティア 

すべて現場から学んだ 中村 哲 著 

本
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